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よ
う
や
く
原
稿
に
向
か
っ
た
今
日
は
８
月
15
日
、
終
戦
記
念
日
、
花
火
の

音
が
鳴
り
響
き
ま
す
・
・
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
ご
協
力
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
４
月
に
２
０
０
名
の
新
入
生
を
迎
え
早

４
ヶ
月
余
り
が
経
ち
、
１
年
生
も
新
生
活
に
慣
れ
た
頃
だ
と
思
い
ま
す
。
本

年
度
は
今
ま
で
の
３
学
期
制
か
ら
２
学
期
制
に
変
わ
り
、
夏
休
み
明
け
の
始

業
式
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
19
日
か
ら
盛
岡
の
地
で
開
か
れ
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
全
国
大
会
に
は
西
沢
校
長
と
岡
田
副
会
長
の
３
名
で
行
っ
て
参
り
ま
す
。

昨
年
の
福
井
大
会
で
は
講
師
が
尾
木
マ
マ
か
ら
茂
木
健
一
郎
氏
に
代
わ
り
、

自
称
「
茂
木
パ
パ
」
と
し
て
ド
ー
パ
ミ
ン
に
ま
つ
わ
る
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
地
元
盛
岡
出
身
の
映
画
監
督
で
あ
る
大
友
啓
史
氏
の
記
念
講
演
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
代
表
作
に
「
る
ろ
う
に
剣
心
」「
プ
ラ
チ
ナ
デ
ー
タ
」、

そ
し
て
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
の
演
出
を
手
が
け
ま
し
た
。
講
演
内
容
に

つ
い
て
は
感
想
含
め
、
29
号
に
て
レ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

さ
て
４
月
の
終
わ
り
か
ら
徐
々
に
上
が
り
は
じ
め
た
気
温
は
５
月
で
30
℃

を
記
録
、
冷
夏
予
想
に
反
し
て
７・８
月
は
猛
暑
日
が
続
く
な
ど
、
と
に
か

く
暑
い
夏
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
勉
学
・
班
活
に
励
む
生
徒
た
ち
、
そ
の
ひ

た
む
き
な
姿
を
見
て
感
動
す
る
の
は
私
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
日
輪

祭
も
大
成
功
で
し
た
。

　

戦
後
70
年
節
目
の
今
年
、
幻
冬
舎
よ
り
「
満
州
難
民
」
と
い
う
一
冊
の
本

が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
の
一
部
に
父
た
ち
が
実
名
で
登
場
し
て
き
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
学
校
で
は
、
夏
休
み
が
終
わ
り
、
じ
っ
く
り
と
学
習
や
諸
活
動
に

取
り
組
め
る
、
実
り
の
秋
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
「
四
当
五
落
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。「
睡
眠
時
間
が
５

時
間
以
上
の
怠
け
者
の
受
験
生
は
不
合
格
」
と
い
う
意
味
で
、
睡
眠
時
間
を

削
っ
て
ま
で
勉
強
し
な
い
と
受
験
戦
争
は
勝
ち
抜
け
な
い
と
気
合
を
入
れ
ら

れ
た
も
の
で
し
た
。
最
近
は
も
う
死
語
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

高
校
生
の
睡
眠
時
間
は
、
以
前
よ
り
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

も
し
あ
の
時
帰
国
で
き
な
か
っ
た
ら
、
今
の
私
は
こ
の
世
に
存
在
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
事
実
、多
く
の
方
が
息
絶
え
、そ
の
中
に
は
将
来
叔
母
に
な
っ

た
で
あ
ろ
う
幼
女
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
本
の
編
集
を
同
い
年
で

本
校
Ｏ
Ｇ
の
才
女
、
出
浦
順
子
さ
ん
が
担
当
す
る
と
い
う
偶
然
も
あ
り
ま
し

た
。

　
一
方
、
社
会
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
選
挙
権
が
18
歳
へ
引
き
下
げ
ら
れ
、

該
当
す
る
高
校
生
は
来
夏
に
も
投
票
可
と
な
り
ま
す
。
ま
た
安
保
法
案
、
沖

縄
問
題
、
原
発
再
稼
働
な
ど
各
地
で
デ
モ
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
（
い
ろ

ん
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
）
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ

る
事
項
で
す
。
特
に
沖
縄
へ
の
修
学
旅
行
を
控
え
た
２
年
生
は
現
地
を
実
際

に
見
て
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
こ
の
夏
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ば
、

Ｏ
Ｂ
油
井
亀
美
也
氏
が
無
事
に
宇
宙
へ
飛
び
立
っ
た
こ
と
で
す
。
油
井
宇
宙

飛
行
士
の
益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
宇
宙
か
ら
見

た
地
球
に
国
境
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

結
び
に
、
３
年
生
は
こ
れ
か
ら
志
望
校
に
向
け
て
ス
パ
ー
ト
で
す
。
人
生

は
社
会
に
出
て
か
ら
の
時
間
が
長
い
、
で
す
か
ら
悔
い
無
き
よ
う
我
慢
し
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
苦
労
し
て
学
ん
だ
知
識
は
大
人
に
な
っ
て
も
結
構

覚
え
て
い
る
も
の
で
す
。
学
歴
も
苦
が
無
け
れ
ば
瓦
礫
で
す
。
学
べ
る
こ
と

に
感
謝
！
教
育
を
受
け
ら
れ
る
幸
せ
に
感
謝
で
す
！

昨
年
文
科
省
が
実
施
し
た
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
深
夜
０
時
以
降
に
就
寝

し
て
い
る
高
校
生
は
47
％
、
睡
眠
不
足
と
感
じ
る
子
供
の
割
合
は
学
年
が
上

が
る
と
増
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
高
校
生
で
は
３
人
に
１
人
に
達
す
る
と
の

こ
と
で
す
。（
文
部
科
学
省
「
睡
眠
を
中
心
と
し
た
生
活
習
慣
と
子
供
の
自

立
等
と
の
関
係
性
に
関
す
る
調
査
の
結
果
」）
ま
た
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
と
の
接
触
時
間
が
長
い
子
供
ほ
ど
就
寝
時
刻
が
遅
い
こ
と
、
寝
る
直

前
ま
で
各
種
の
情
報
機
器
に
接
触
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
子
供
ほ
ど
、
朝
、

ふ
と
ん
か
ら
出
る
の
が
つ
ら
い
と
感
じ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
学
習
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
が
、
子

供
た
ち
の
貴
重
な
睡
眠
時
間
を
奪
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
科
学
の
研
究
が
進
み
、
睡
眠
と
記
憶
の
関
係
、
睡
眠
と
心
の
健
康
の
関

係
が
科
学
的
に
も
解
明
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
睡
眠
に
は
レ
ム
睡
眠
と
ノ
ン
レ

ム
睡
眠
の
２
種
類
が
あ
り
、
最
初
に
脳
を
休
ま
せ
る
深
い
眠
り
の
ノ
ン
レ
ム

睡
眠
、
次
に
身
体
を
休
ま
せ
、
修
復
す
る
浅
い
眠
り
の
レ
ム
睡
眠
が
現
れ
ま

す
。
後
半
に
現
れ
る
レ
ム
睡
眠
中
に
、
脳
で
記
憶
の
整
理
や
定
着
が
行
わ
れ

る
の
で
、
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
で
、
脳
や
体
の
機
能
が
修
復
さ
れ
る

と
と
も
に
、
記
憶
の
定
着
が
進
み
、
そ
の
日
に
勉
強
し
た
内
容
が
頭
に
残
る

の
で
す
。
ま
た
、
夜
ふ
か
し
に
よ
っ
て
睡
眠
が
不
足
し
て
体
内
時
計
の
リ
ズ

ム
が
夜
型
化
す
る
と
、
疲
れ
が
た
ま
り
や
す
く
な
り
、
や
る
気
や
イ
ラ
イ
ラ

な
ど
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
力
や
人
の
気
持
ち

を
理
解
す
る
能
力
を
低
下

さ
せ
る
ほ
か
、
子
供
の
脳

の
発
達
に
も
影
響
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
や
り
た
い
こ
と
が

沢
山
あ
る
と
か
、
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
と
い
う
理
由
で
、

睡
眠
時
間
を
削
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
が
い
た
ら
、
ぜ

ひ
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

髙
見
澤　

晋

 

前
半
戦

十
分
な
睡
眠
を

 

と
っ
て
い
ま
す
か
？

学
校
長　

西
沢　

宏

あ
ざ
み
沢
通
信
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Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

施
設
広
報
委
員　

小
山
真
希
子

　

平
成
27
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
で
は
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
）
中
沢　

孝
氏
を
講
師
に
お
招
き
し

て
『
日
本
の
宇
宙
開
発
と
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
〜
宇
宙
飛
行
士
に
な
ろ
う

〜
』
の
演
題
で
、
宇
宙
開
発
が
始
ま
る

前
、
空
想
上
の
宇
宙
や
地
球
、
宇
宙
開

発
の
中
で
日
用
品
と
し
て
実
用
化
さ
れ

た
物
資
、
宇
宙
食
、
宇
宙
飛
行
士
の
宇

宙
で
の
生
活
、
そ
し
て
野
沢
北
高
校
の

卒
業
生
で
あ
る
宇
宙
飛
行
士
、
油
井
亀

美
也
さ
ん
の
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

宇
宙
で
は
筋
力
が
落
ち
て
し
ま
う
た

め
、
必
ず
２
時
間
以
上
の
運
動
を
す
る

こ
と
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
薬
を
飲
ん
で

い
た
り
、
食
事
の
時
間
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
上
で
重
視
さ
れ
て

い
る
な
ど
興
味
深
く
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

中
沢
氏
の
専
門
で
あ
る
宇
宙
食
に
つ

い
て
は
若
田
宇
宙
飛
行
士
の
映
像
で
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
宇
宙
食
の
歴
史
は
、

ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
始
ま
り
、
こ

の
数
年
の
間
に
日
本
食
も
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
サ
バ
・
サ

ン
マ
（
英
語
だ
と
綴
り
が
同
じ
）
の
味

噌
煮
、
山
菜
お
こ
わ
、
和
菓
子
の
よ
う

か
ん
等
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

元
々
は
、
栄
養
が
あ
っ
て
も
歯
ご
た
え

が
な
く
消
化
が
良
す
ぎ
る
宇
宙
食
も
、

味
や
形
状
、
様
々
な
開
発
が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
育
て
て
食
べ

る
、
た
と
え
ば
蚕
を
宇
宙
食
に
…
と
い

う
研
究
も
さ
れ
て
い
る
と
か
。

　

宇
宙
飛
行
士
に
な
る
に
は
、
健
康
で

あ
る
こ
と
が
第
一
条
件
で
あ
り
、
強
調

性
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
語
学
力
、
自

然
科
学
系
の
知
識
等
が
必
要
で
訓
練
の

中
に
は
サ
バ
イ
バ
ル
（
生
き
延
び
る
た

め
の
）
訓
練
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
油
井
さ
ん
か
ら
後
輩
た
ち
に

向
け
て
自
分
の
心
の
限
界
を
取
り
払
い
、

○
○
が
好
き
と
い
う
気
持
ち
で
努
力
を

継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
代
読
さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
ユ
ー
ズ
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
と
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
も
油
井
さ
ん
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
よ
り
も
興
味
を
持
っ
て
見

た
り
、
考
え
た
り
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

一
人
の
宇
宙
飛
行
士
を
支
え
る
た
く

さ
ん
の
人
に
も
思
い
が
及
ぶ
ひ
と
時
で

し
た
。

　

来
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
も
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と
と
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

油井亀美也さんからのメッセージ

　野沢北高校の皆さん。勉強、生徒会、クラブ活動等に毎日忙しい事と思います。どんな事でも、好きな事を見
つけて、それに打ち込めるという事は素晴らしい事だと思います。“ 好き ” と言うことは、それだけで一つの才能
です。好きと言う気持ちを大切にして、毎日努力を継続すれば、将来それは大きな力になると思いますよ。他方で、
今皆さんがやらなければいけない事の中には、苦手な物もあるんじゃないですか？そんな時は、まずそれを好き
になる方法を考える事も大切ですよ。好きになれば、努力を継続する事もそんなに大変に感じませんからね。
　例えば、私が宇宙に行くためには、ロシア語の習得が必須でした。それは、ソユーズというロシアの宇宙船で
宇宙へ行くからです。私が 40 歳でロシア語を始めた時は、ロシア語が苦手で授業が苦痛でしたが、友達とロシア
語でメールやスカイプをする楽しみを見つけてからは、勉強が楽しくなって、毎日勉強を継続できました。歳を
取ると物覚えも悪くなり、語学の上達スピードは落ちます。残念ながら、これは事実です。ロシア語を勉強し始
めた頃、ロシア語の上手な先輩飛行士から「10 年間勉強すればロシア語が上手く話せる様になる！」と言われて、
気が遠くなりました。でも、ロシア語を好きになって、毎日休まずロシア語を勉強した結果、5年間でその方よ
り上達した自信があります。語学習得の能力が半分でも、他の人より 4倍努力すれば、結果的に 2倍のスピード
で能力を向上させる事が出来るんですよ！
　私の話を聞いて、「うわーっ！ 4倍の努力って…それはいくら何でも難しいだろう…無理だろう…」と思った方
は居ませんか？それは既に、心の限界に囚われています。私の場合、自分の能力の “ 物理的な限界 ” は、常に自
分が心の中で勝手に決めてしまった “ 心理的な限界 ” を超えたところにありました。心の限界を取り払って、自
分の能力を 100％発揮する為には、“ 好き ” と言う気持ちを大切にして、努力を継続する事です。
　私は “ 宇宙が好き ” と言う気持ちをず～っと大切にし、日々努力をして 45 歳にしてようやく夢を実現させつつ
あります。皆さんの人生はまだ始まったばかりです。今の成績が良い悪い等と言う、初期の能力差に殆ど意味は
ありません。「目標を定め、その為に今しなければならない事を見極め、それを好きになって努力を継続する！」
それが私の成功の秘訣です。
　先輩ということで、少し偉そうな事を言いましたが、私も常に悩み苦しんでいます。私は、ツイッターでいつ
も皆さんにメッセージを送ったり、時には弱音を吐いたりしています。私も皆さんを励ますようなメッセージを
送るように努めますので、私が挫けそうな時は、声援をお願いします。お互い励まし合いながら頑張りましょう！

 野沢北高校卒業生　JAXA 宇宙飛行士　油井 亀美也

！」

つ
を
！

也也
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《具体的な感想》
＊ 油井さんからのメッセージがあり、生徒もうれしかったと思います。クイズもあり関心を
持って聴けたと思います。

＊ なかなか宇宙開発等の事を知ることが出来ないが、今回中沢先生に講演していただき少しか
じることが出来て良かったと思う。油井宇宙飛行士のメッセージは心に響いて、子供達にもわ
かってもらえたと思う。

＊ 宇宙という私達にとって夢の世界とも思える内容のお話をお聴きする事ができて有意義でし
た。壮大で重要なお仕事に携わる方々の様子を身近に感じることで、子供達の心にも新しく変
化が生まれ成長できるのでは、と感じました。中沢さんのお人柄にも触れ暖かい気持ちになり
ました。

＊ タイムリーな話題で興味を持って楽しく聞けました。
＊ 目標に向かって努力すれば、願いはかなう。あきらめないこと、子供達にも伝わったと思います。
＊ 先輩のメッセージは貴重だと思いました。自らの歩むべき道を考える機会だと思います。
＊ なかなか聞くことができない具体的な、そして専門的な話を聞くことができて良かったと思います。油井さんのメッセージは直接訴え
かけるような内容で胸に落ちました（この時は生徒たちの背筋がぐっと伸びた気がします）。ただ、興味がある、なしがはっきり分かれ
てくる内容でもあったかなあ、と思いました。

＊ なかなか聞けない話だったので良かった。スライドの資料の字が、後ろまでは良く見えなくて残念だった。油井さんからのメッセージ
は子供だけでなく、大人にも響く内容でした。

＊ 宇宙食ということでなく、もっと子供達に宇宙の広さ等、夢の拡がる話の方が良かったと思う。
＊ 話が少し難しかったと思う。

②PTA講演会講師のご希望はありますか？
＊ 普段あまり身近でない職業の話などは、その方面に進むとか進まないではなく、色々な可能性を感じられて楽しいと思います。
＊ 卒業生の国内で活躍している方を紹介することで、希望（誇り）を高めることができる。

PTA総会講演会 保護者アンケート結果
平成27年度

PTA教養委員会主催行事のお知らせ

昨年度好評だったジャザサイズを今年度も企画致しました。
佐久市在住のジャザサイズインストラクター相米友紀氏を講師とし
てお迎え致します。下記の日程で開催致しますので奮ってご参加下
さい。詳細は学校から生徒経由で通知を致します。

１．日時　平成27年11月21日（土）午後1時30分～3時30分
２．場所　野沢北高校小体育館
３．講師　ジャザサイズインストラクター　相米  友紀 氏

①講演会はいかがでしたか？
大変良かった 48.3％
良かった 41.4％
まあまあだった 10.3％
もの足りなかった 0.0％
悪かった 0.0％

《アンケート項目と回答》 （回答32名）

　43年前にアメリカの女性によって生み出されたダンスフィットネスです。現在、全米50州及びカナダ、オーストラリア、
イタリア、イギリス、日本など29の国々で展開されています。4半世紀以上にわたり、1300万人も人々に、ダンスを基本
としたエネルギッシュなプログラムの効用をもたらし続けているエクササイズの一種であり、県内では、上田市、千曲市、
佐久市で行われているようです。

＜ジャザサイズのもたらす効果＞
☆心臓血管を強くする　　☆新陳代謝を向上させる　☆エネルギーを増やす

☆筋肉を強くし、整える　　☆健康を増進させる
（ジャザサイズホームページより）

昨年の
風景

「ジャザサイズ」「ジャザサイズ」「ジャザサイズ」

日時　平成27年5月23日（土）
会場　本校小体育館
講師　中沢 孝 氏（JAXA）
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体育祭

須坂高校から参りました
高澤邦明です。学習に生
徒会活動に班活動に、全
力で取り組んでいる生徒
の皆さんの姿に、野沢北
高校の伝統を感じまし
た。よろしくお願い致し
ます。教頭

髙澤邦明先生

 □ 新しく北高にお見えになった先生方のご紹介

本校に来て数ヶ月、生徒
諸君の勉学とクラブ活動
にかける情熱のすごさに
驚嘆しています。皆さん
の力が少しでも向上する
よう、私も努力していき
たいと思います。

国語科
小林秋市先生

今年度より本校でお世話
になります国語科の澤田
浩文と申します。北高生
と接していると自分自身
も努力を重ねなければと
いう思いを強く持ちま
す。よろしくお願いいた
します。国語科

澤田浩文先生

「文武両道」、簡単ではな
い高い志を持った皆さん
と、大きな目標を達成す
るために、母校に戻れた
ことを嬉しく思うと同時
に、身の引き締まる思い
です。

社会科
篠原俊介先生

上田高校から参りまし
た。世界は「言葉」で出
来ている。したがって、
「～について考えよ！」
という場合、「言葉」を
知らなければ考えられな
い。当たり前のことだけ
ど、だから学習は大切な
ことですね。数学科

平澤哲志先生

本校卒業 50年目の節目の年に、
縁あってお世話になることになりま
した。目下、頭脳の錆びつきを落
とすのに鋭意努力しているところ
です。数学というととかく「いかに
解くか」（how　to）に目が向きが
ちになりますが、「何故？」（why）
と問うことこそ大切です。若いみ
なさんの感性にも期待しています。数学科

原哲郎先生

新規採用で野沢北高校に
赴任しました。日々、勉
強・班活に精一杯取り組
んでいる生徒の皆さんに
負けないよう、努力して
いきたいと思います。よ
ろしくお願い致します。

理科
大川友里恵先生

私の好きな言葉は「どち
らに転んでもシメタ！」
です。思うようにならな
い人生ですが、どんな場
合でも、自分のチャンス
にもなっていることを忘
れず、前を向いて進みま
しょう。理科

高見沢一男先生

縁があって再び佐久地区
の高校に赴任して参りま
した。お地蔵さんやたい
焼き、何とも懐かしいで
す。野沢北高校では皆さ
んと共に自分自身も成長
していきたいと考えてい
ます。保健体育科

上原一人先生

再任用教諭としてお世話にな
ります。若さあふれる生徒と
共に過ごすことができること
に喜びを感じています、週4
日の勤務ではありますが少し
でも本校の手助けができたら
と思っています、二度とない
高校生活、自己の力を発揮し
有意義に過ごしてください。保健体育科

土屋正敏先生

5 年前に本校を卒業し、
教員として北高に戻って
くることができました。
授業や行事の度に、自分
の高校時代を思い出しま
す。みなさんのパワーに
負けずに頑張ります！

保健体育科
五十嵐大樹先生

講師経験を経て今年度よ
り、美術科の新規採用と
して参りました。北高生
の皆さんには、美術を通
じて様々なことに興味を
持ってもらえれば幸いで
す。

芸術科（美術）
加登優希子先生

英語科の再任用で週に 3
日の勤務です。以前は野
沢南高にもおりました。
素直で礼儀正しい生徒の
皆さんのため学習面や女
子バレー班の指導でもお
役に立ちたいと思いま
す。英語科

井ノ口康治先生

母校の教壇に立てて大変
うれしいです。伸びやか
でひたむきな北高生と共
に、かけがえのない毎日
を“一期一会”の気持ち
でがんばります。よろし
くお願いします。

英語科
木内美穂先生

この度、事務長として参
りました。生徒の皆さん
は、高齢化と人口減少が
進む社会を今後支えてい
く貴重な人材です。充実
した高校生活が送れるよ
う応援していきたいと思
います。事務長

小池秀介先生



　

約
３
ヵ
月
前
、
第
48
回
日
輪
祭
が
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
あ
れ
か
ら
３
ヵ
月
が
経
ち
、
日
輪
実
行
委
員
長
と

し
て
政
治
家
の
如
く
権
威
を
ふ
る
っ
て
い
た
私
も
、
今

や
す
っ
か
り
受
験
生
に
変
貌
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
受
験
生
が
勉
強
の
合
間
を
ぬ
っ
て

３
ヵ
月
前
を
回
想
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
ん
な
中
、

真
っ
先
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
生
徒
会
の
仲
間
達
で
し

た
。

　

自
分
は
何
か
の
行
事
を
運
営
す
る
立
場
と
言
う
の

は
、
実
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
正
直
不
安
は
あ
り
ま

し
た
。
不

安
が
あ
っ

た
と
い
う

よ
り
も
、

自
分
が
あ
の
日
輪
祭
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、
と
い
う

た
だ
な
ら
ぬ
使
命
感
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
日
輪
祭
３
週
間
前
に
テ
ス
ト
が
あ
っ
た
の

で
、
や
り
始
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
仕
事
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
に
、
な
か
な
か
準
備
が
は
か
ど
ら
な
い
と
い
う

歯
痒
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
テ
ス
ト
が
終
わ
り
よ
う
や

く
準
備
が
始
め
ら
れ
る
頃
に
は
、
や
る
事
が
山
積
み
に

な
っ
て
い
て
そ
こ
か
ら
は
毎
日
が
も
の
す
ご
く
ハ
ー
ド

で
し
た
。
で
す
が
生
徒
会
メ
ン
バ
ー
ズ
と
は
２
月
の
役

員
合
宿
を
通
し
て
結
束
も
生
ま
れ
て
い
た
の
で
、
と
て

も
一
緒
に
仕
事
が
し
や
す
く
本
当
に
毎
日
が
青
春
で
し

た
。
係
長
達
と
も
連
携
が
と
れ
て
準
備
が
で
き
た
の
で

山
積
み
に
な
っ
て
い
た
仕
事
も
気
が
つ
く
と
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。仕
事
を
こ
な
し
て
い
く
中
で
、ふ
と
思
っ

た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
ん
な
体
験
が
で
き

る
の
も
今
だ
け
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
事
で
す
。

　

そ
し
て
日
輪
祭
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
準
備
の
成
果

も
あ
り
４
日
間
と
も
素
晴
ら
し
く
充
実
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
細
か
い
事
を

書
く
と
き
り
が
な
い
の

で
す
が
、
３
年
間
の
文

化
祭
を
終
え
て
み
て
今

思
う
の
は
、
今
年
の
サ

ブ
テ
ー
マ
に
も
あ
り
ま

し
た
が
、
文
化
祭
に
限

ら
ず
、
高
校
生
活
の
中

に
は
そ
の
時
に
し
か
で

き
な
い
事
が
人
そ
れ
ぞ

れ
あ
る
と
思
う
の
で
、

今
を
大
切
に
し
て
高
校

生
活
を
過
ご
し
て
い
け

る
の
が
と
て
も
良
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

第
48
回
日
輪
祭
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全

て
の
皆
様
に
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

日輪日輪
祭祭

今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

行
き
ま
し
た
日
輪
祭

合
唱
と
第
九

日
輪
祭
実
行
委
員
長　

三
年
一
組　

松
井
郁
貴

施
設
広
報
委
員　

 

羽
毛
田
え
つ
子

施
設
広
報
委
員　

大
山
直
子

　

日
輪
祭
で
の
演
奏
を
聴
く
の
は
、
今
回
で
三
回
目
に
な
り
ま
す
が
、

合
唱
を
好
き
な
生
徒
も
苦
手
な
生
徒
も
大
変
な
練
習
を
経
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
音
が
重
な
り
合
っ
た
時
の
き
れ
い
な
音
の
響
き
に
、
い
つ
も
感
動

し
て
い
ま
す
。

　

第
九
は
、
吹
奏
楽
班
の
演
奏
と
全
校
生
徒
の
歌
声
が
重
な
り
、
体
育

館
全
体
に
響
き
渡
り
、
熱
気
に
溢
れ
迫
力
満
点
の
三
十
分
間
で
し
た
。

２学年クラス展では、ガマや首里城
の模型が本格的で圧倒されました。
沖縄について知らない事が沢山あ
りました。

喫茶の学生さん。ケーキを慎
重に運ぶ姿が印象的でした。

模擬店は美味し
いものがいっぱい
ありました。
中でもおろしたこ
焼き絶品でした。
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野
球
班
は
１
年
生
８
名
、
２
年
生
16
名
の
計
24
名
で

日
々
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
大
会
で
は
７
年
ぶ

り
の
ベ
ス
ト
８
と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
し
か
し

チ
ー
ム
の
目
標
は
甲
子
園
出
場
で
あ
る
た
め
こ
の
結
果

に
満
足
し
て
い
る
人
は
誰
一
人
い
ま
せ
ん
。
甲
子
園
に

出
場
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
指
導

を
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
、

い
つ
も
支
え
て
も
ら
っ
て
い

る
保
護
者
の
方
に
最
高
の
形

で
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す

が
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

 

２
年
４
組　

西
澤
勝
弥

　

水
泳
班
は
夏
季
の
み
し
か
プ
ー
ル
で
の
活
動
が
出
来

な
い
た
め
、
プ
ー
ル
が
使
え
る
時
期
は
精
一
杯
練
習
を

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
京
都
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
１
年
女
子
か
ら
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
で
２
年
連
続
で
出
場
し
た
こ
と
に
な
り
、
水
泳
班

の
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
時
期
と
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の

中
で
自
身
の
専
門
種
目
の
泳
ぎ
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
日
々
の
練
習

に
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

２
年
５
組　

小
林
春
輝

　

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班
は
今
年
度
、
新
し
い
仲
間
が

５
人
加
わ
り
、
計
10
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

上
達
し
て
大
会
で
結

果
を
残
し
た
い
と
い
う

思
い
の
も
と
練
習
し
て

い
ま
す
が
、
テ
ニ
ス
だ

け
で
な
く
コ
ー
ト
外
で

の
行
動
も
大
切
に
し
、

勉
強
も
頑
張
り
な
が
ら

心
も
体
も
鍛
え
ら
れ

日
々
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

で
す
が
、
や
は
り
一
番
は
出
会
え
た
仲
間
と
毎
日
を

楽
し
み
た
い
！
テ
ニ
ス
と
食
べ
る
こ
と
の
大
好
き
な
10

人
と
竹
前
先
生
、
阿
藤
先
生
の
全
員
で
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

 

２
年
３
組　

木
継
夏
季

　

私
た
ち
は
現
在
８
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
少
な
い

人
数
で
大
変
な
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ

チ
ー
ム
内
の
仲
が
良
く
と
て
も
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
団
体
戦
で
県
大
会
出
場
を
目
標
に
日
々

練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
が
、
新
人
戦
・
総
体
と
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
こ
そ
は
そ
の

悔
し
さ
を
糧
に
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
人
一
人
課
題

を
克
服
し
、
精
一
杯
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

２
年
３
組　

井
出
萌
々
香

　

今
年
の
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
班
の
目
標
は
、
東
信
大

会
を
優
勝
し
、
県
大
会
で
勝
ち
上
が
る
こ
と
で
す
。
今

年
は
小
中
学
校
の
部
活
動
で
バ
レ
ー
を
し
て
き
た
選
手

が
多
く
、
目
標
を
達
成
す
る
に
は
十
分
な
メ
ン
バ
ー
が

揃
い
ま
し
た
。
他
に
も
高
校
か
ら
バ
レ
ー
を
始
め
た
人

も
大
勢
お
り
、
大
人
数

で
元
気
よ
く
練
習
し
て

い
ま
す
。

　

先
輩
方
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
監
督

の
清
水
先
生
の
も
と
、

自
分
に
厳
し
く
、
ひ
た

向
き
に
プ
レ
ー
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

２
年
４
組　

植
田
慶
介

　

私
た
ち
は
現
在
、
１
年
生
５
人
、
２
年
生
８
人
と
２

人
の
顧
問
の
先
生
の
計
15
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
目
標
は
、
前
回
達
成
で
き
な
か
っ
た
『
東
信
１

位
・
県
ベ
ス
ト
４
』
で
す
。
高
さ
を
武
器
に
し
、
リ
バ

ウ
ン
ド
・
ル
ー
ズ
ボ
ー
ル
で
は
ど
こ
の
チ
ー
ム
に
も
負

け
な
い
野
北
女
バ
ス
ら
し
い
バ
ス
ケ
を
目
指
し
て
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
苦
し
い
夏
を
越
え
、
毎

日
一
緒
に
練
習
し
て
い
る
仲
間
を
大
切
に
し
、
全
員
で

目
指
す
場
所
に
本
気
で
向
か
っ
て
い
く
野
北
女
バ
ス
で

あ
り
た
い
で
す
。 
２
年
５
組　

小
池
早
苗

　

私
達
は
、
男
女
共
に
小
体
育
館
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
夏
の
暑
い
日
に
も
風
が
入
っ
て
く
る
の
を
防
ぐ

為
、
閉
め
切
っ
た
状
態
で
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
日
の
練
習
ご

と
に
自
分
で
課
題
を
持
ち
、
そ
れ
を
達
成
す
る
よ
う
創

意
工
夫
を
し
、
克
服
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
高
い

意
識
を
持
つ
こ
と
で
強
く
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
男

子
の
「
東
信
優
勝
」
女
子
の
「
県
大
会
出
場
」
と
い
う

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

 

２
年
５
組　

中
島
梨
穂

　

剣
道
班
は
剣
道
を
通
じ
て
の
人
間
形
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
練
習
時
間
は
ほ
か
の
運
動
班
に
比
べ
あ
ま
り

長
く
な
い
の
で
練
習
の
質
を
高
め
る
た
め
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

　

夏
の
練
習
は
暑
く
て
厳
し
い
も
の
で
す
が
、
み
ん
な

で
声
を
出
し
合
っ
て
基
本
打
ち
を
中
心
に
秋
の
試
合

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
ま
た
冬
の
練

習
も
つ
ら
い
も
の
で
す
が
、
寒
稽
古
を
や
り
ぬ
く
こ
と

で
気
持
ち
・
技
術
の
面
で
成
長
し
、
春
の
公
式
戦
に
臨

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

２
年
２
組　

小
泉
諒
太

　

現
在
、
卓
球
班
は
男
子
８
名
、
女
子
２
名
の
計
10
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
僕
た
ち
は
、
大
体
育
館
の
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
光
が
入
る
の
を

防
ぐ
た
め
に
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
切
っ
て
活
動
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
フ
ロ
ア
で
活
動
す
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
バ

レ
ー
等
の
班
活
動
の
熱
気
が
上
昇
し
て
く
る
た
め
、
非

常
に
暑
い
中
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雨
が
降
る
と

雨
漏
り
す
る
ワ
イ
ル
ド
な
環
境
で
す
。
し
か
し
、
高
体

連
の
大
会
で
は
県
大
会
ま
で
出
場
し
て
い
て
、
そ
れ
以

上
の
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。 

２
年
４
組　

小
宮
山
裕
太
郎

班
・
同
好
会　

活
動
紹
介

今
号
、
次
号
の
２
回
に
分
け
て
班
・
同
好
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

野
球
班

水
泳
班

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班

女
子
硬
式
テ
ニ
ス
班

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
班

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
班

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
班

剣
道
班

卓
球
班



2015年9月30日　発行

－ 7－

　

山
岳
班
の
主
な
活
動
は
登
山
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
で
す
。
一
番
大
き
な
大
会
は
、
５
月
に
行
わ
れ

る
長
野
県
高
体
連
登
山
大
会
で
、
そ
れ
に
向
け
て
、
体

力
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
し
お
り
作
成
や
山
岳
用
語
の

勉
強
な
ど
、
様
々
な
準
備
を
し
ま
す
。
ま
た
秋
に
行
わ

れ
る
東
信
大
会
に
向
け
て
も
、
県
大
会
と
同
じ
よ
う
に

準
備
を
し
ま
す
。
そ
の
他
、
休
み
の
日
に
班
員
で
山
に

登
っ
た
り
し
て
、
自
然
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

 

２
年
２
組　

中
嶋
利
輝

　

私
達
美
術
班
は
１
年
生
６
人
、
２
年
生
５
人
の
計
11

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は
日
輪
祭
の

展
示
、
シ
ン
ボ
ル
ウ
ォ
ー
ル
の
制
作
、
岳
澄
展
、
地
区

展
、
み
な
み
か
ら
き
た

の
展
示
で
す
。
私
達
に

と
っ
て
、
一
番
の
目
標

と
な
る
の
は
地
区
展
で

す
が
、
そ
れ
に
向
け
て

だ
け
で
は
な
く
、
一
人

一
人
が
一
つ
一
つ
の
作

品
に
向
い
あ
っ
て
制
作

し
て
い
ま
す
。
日
輪
祭

で
は
、
制
作
し
た
作
品

を
す
べ
て
展
示
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
み
て
下
さ
い
。

 

２
年
３
組　

友
野
由
梨

　

僕
た
ち
は
男
子
３
人
女
子
３
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
数
年
前
、
班
員
が
途
絶
え
て
し
ま
い
活
動
を
し
な

か
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
先
輩
方
の
お
か
げ

で
３
年
前
に
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
滑
舌
を
良
く
す
る
た
め
に
滑
舌
練
習
を
し
た

り
、
腹
か
ら
声
を
出
せ
る
よ
う
に
発
声
練
習
や
筋
ト
レ

を
し
て
い
ま
す
。

　

見
て
い
る
人
が
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
演
劇

に
な
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

２
年
２
組　

飯
島
周
平

　

英
語
班
で
す
。
英
語
班
は
西
館
３
階
視
聴
覚
室
で
平

日
の
放
課
後
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
野
沢
北
高
校
の
英

語
班
の
特
色
は
、
文
化
祭
で
恐
ら
く
県
内
唯
一
、
英
語

劇
を
行
っ
て
い
る
点
で
す
。
他
に
も
英
語
で
行
う
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

英
語
班
は
現
在
18
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
男
女

の
仲
が
良
く
、
基
本
的
に
は
緩
い
雰
囲
気
で
す
。
し
か

し
日
頃
か
ら
英
語
力
を
高
め
よ
う
と
切
磋
琢
磨
し
あ
え

る
、
協
力
し
あ
え
る
良
い
班
だ
と
思
い
ま
す
。

 

２
年
３
組　

篠
原
峻
佑

　

地
学
班
で
は
今
、
男
子
４
名
女
子
14
名
の
計
18
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
学
班
で
は
天
文
の
事
を
主
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

望
遠
鏡
を
持
ち
様
々
な
所
で
星
の
観
測
や
天
文
シ
ョ
ー

を
見
て
い
ま

す
。
春
に
は
班

全
員
で
山
の
上

の
見
晴
ら
し
の

良
い
所
へ
行

き
、
一
晩
中
星

空
を
眺
め
た

り
、
流
星
群
が
や
っ
て
来
る
日
は
学
校
の
屋
上
へ
登

り
、
流
れ
星
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
祭
で
は
毎
年
、
地
学
班
手
作
り
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
展
示
し
、
発
表
を
行
い
ま
す
。

 

２
年
４
組　

武
井
太
陽

　

私
達
家
庭
科
班
は
２
年
生
５
人
、
１
年
生
２
人
の
計

７
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
顧
問
の
下
岡
先
生
と
柳
澤

先
生
に
支
え
て
頂
き
な
が
ら
週
に
１
回
調
理
室
で
自
分

達
で
献
立
を
考
え
、
料
理
や
お
菓
子
を
作
っ
て
い
ま

す
。
１
年
生
が
入
班
し
、
班
活
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た

５
月
に
比
べ
て
調
理
の
手
際
も
よ
く
な
り
、
失
敗
も
減

り
ま
し
た
。
少
な
い
人
数
で
の
活
動
で
す
が
、「
楽
し

く
作
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

２
年
３
組　

井
出
成
美

　

私
達
棋
道
班
は
現
在
１
年
生
２
名
、
２
年
生
７
名
、

計
９
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

夏
に
あ
る
県
大
会
、
秋
に
あ
る
新
人
戦
に
向
け
て
外

部
講
師
の
指
導
の
も
と
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

今
年
は
女
子
個
人
戦
で
３
年
生
１
名
が
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

人
数
の
少
な
い
班
で
す
が
、
み
ん
な
仲
良
く
、
楽
し

く
将
棋
を
し
て
い
ま
す
。 

２
年
２
組　

櫻
井
真
実

　

書
道
同
好
会
で
は
、
２

年
生
４
人
、
１
年
生
４
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
普

段
は
一
人
一
人
が
自
分
の

書
き
た
い
字
な
ど
を
書

き
、
書
の
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
日
輪
祭
で
は
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
、
展

示
と
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
発
表
し
ま
し
た
。
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
普
段

と
は
違
う
大
き
さ
の
紙

に
、
全
員
で
文
字
を
書
く
の
で
、
難
し
さ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
作
品
が
完
成
し
た
時
、
多
く
の
拍
手
を
頂
い
て

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

２
年
４
組　

江
本
結

　
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
同
好
会
で
は
、
日
輪
祭
に
向
け
て
個
人
練

習
、
合
奏
を
行
い
ま

し
た
。
日
輪
祭
当
日

は
練
習
の
成
果
も
あ

り
、
良
い
演
奏
が
で

き
ま
し
た
。
８
月
８

日
に
は
、「
ウ
ェ
ル

ガ
ー
デ
ン
佐
久
」
と

い
う
場
所
で
演
奏
を

し
ま
し
た
。
今
後

は
、
来
年
度
の
日
輪

祭
に
向
け
て
、
少
な

い
人
数
で
は
あ
り
ま

す
が
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ら
し

い
サ
ウ
ン
ド
を
奏
で
ら
れ
る
よ
う
に
課
題
を
見
つ
け
、

毎
日
練
習
し
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
、
楽
器
未
経
験
者

も
経
験
者
、
ど
な
た
で
も
入
会
大
歓
迎
で
す
。
一
緒

に
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
で
人
生
変
え
ま
し
ょ
う
！

 

２
年
４
組　

中
島
琴
美

　

ク
イ
ズ
研
究
会
で
す
。
毎
週
水
曜
日
に
物
理
教
室

で
、
各
自
で
作
っ
た
ペ
ー
パ
ー
ク
イ
ズ
を
解
い
た
り
、

早
押
し
の
技
術
を
磨
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
７
月
に
行

わ
れ
た
高
校
生
ク
イ
ズ
中
部
大
会
で
は
決
勝
進
出
を
か

け
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
決
勝
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
会
に
出

場
し
良
い
経
験
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
日
々

の
活
動
に
生
か
し
来
年
の
中
部
大
会
優
勝
、
全
国
大
会

進
出
を
目
指
し
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

２
年
６
組　

小
井
出
優
希

山
岳
班

美
術
班

演
劇
班

英
語
班

家
庭
科
班

棋
道
班

書
道
同
好
会

ジ
ャ
ズ
同
好
会

ク
イ
ズ
研
究
会

地
学
班
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編
集
後
記

　

天
候
に
左
右
さ
れ
る
事
の
多
い
上
半
期
で
し
た
。
で
す
が
、

野
沢
北
校
生
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
方
を
み
て
い
る
と
、
学
校

行
事
全
て
に
お
い
て
全
力
投
球
、
明
る
く
輝
く
太
陽
の
よ
う
な

躍
動
感
で
、
天
候
を
も
払
拭
し
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
力
を

尽
く
し
て
い
る
学
校
生
活
の
様
子
を
、
こ
の
あ
ざ
み
沢
通
信
で

少
し
で
も
、
保
護
者
の
皆
様
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
一
人
一
人
が
野
沢
北
高
生
と
し
て
、
真
っ
直
ぐ
に
成
長
し

て
い
る
姿
を
ご
覧
下
さ
い
。
子
供
の
成
長
は
親
に
と
っ
て
は
何

よ
り
嬉
し
い
事
で
す
。

 

施
設
広
報
委
員　

飯
塚
美
代
子

班活動の大会結果 2015年4月～8月（長野県大会の結果を中心に紹介します）

●野球
春季大会　本校5-15松本第一（5C）
選手権大会　　ベスト8
　　　　　本校 18－ 0 蘇南（5C）
　　　　　本校  6－ 4 伊那弥生
　　　　　本校  9－ 0 長野俊英（7C）
　　　　　本校  4－ 0 長野東
　　　　　本校  3－10 上田西（7C）

●陸上
（男子）
菅原憲二　3000mSC 7位
　　　　　1500m、5000m出場
武藤雅哉　400H　準決
土屋　巧　走幅跳、三段跳　出場
中川　輝　走高跳　出場
坂根遼汰郎　110H 6位 
　　　　　　400H準決　1600R出場
三浦・林・武藤・小林1600R出場
（女子）
金田華実　100m1位　200m1位
関沙紀穂　100m出場
土屋なつみ　400m、200m 出場
小林茉菜実　走高跳、やり投出場
酒井菜月　200m準決400m2位　400H 3位
住友佐耶佳  400H 8位　7種、走幅跳 出場
佐藤真由　　400m、800m 出場
関・金田・土屋・酒井400R 2位
酒井･土屋･住友･金田1600R 2位

＜北信越高校総体＞
坂根遼汰郎　110H 出場
金田華実　100m4位200m2位
関･金田･土屋な･酒井　400R8位

＜全国高校総体＞
金田華実　100m、200m出場

●水泳
（男子）
小林春輝　100m平泳ぎ　8位
（女子）
小林葵衣　200m個人メドレー 4位
　　　　　400m個人メドレー 3位

＜北信越高校総体＞
小林春輝　100m平泳ぎ　出場
小林葵衣　200m個人メドレー 7位
　　　　　400m個人メドレー 3位

＜全国高校総体＞
小林葵衣　400m個人メドレー 出場

●ソフトテニス
男子団体　1回戦　本校1－2長野
男子個人　岩下・浅沼　ベスト16
女子団体　ベスト16
　　　　　1回戦　本校3－0長野清泉
　　　　　2回戦　本校1－2東海大三
女子個人　岡島・中村　ベスト32
　　　　　小林・安藤　3位

＜北信越高校総体＞
男子個人　岩下宏紀・浅沼拓実　2回戦進出
女子個人　小林礼奈・安藤菜乃香　3回戦進出

＜全国高校総体＞
女子個人　小林礼奈・安藤菜乃香　2回戦進出

●テニス
女子個人シングルス　牧野優里香　出場

●バレーボール
（男子）　本校 1－2 長野吉田
（女子）　本校 0－2 松商学園

●バスケットボール
（男子）　ベスト8
　　　　本校 125－55 木曽青峰
　　　　本校  96－85 長野吉田
　　　　本校  69－70 松商学園
（女子）　ベスト16
　　　　本校 80－75 飯田
　　　　本校 52－66 学園長野

●ハンドボール
（男子）　ベスト8
　　　　本校 25－19 木曽青峰
　　　　本校 27－36 諏訪清陵
（女子）　3位
　　　　本校 27－19 松本蟻ヶ崎
　　　　本校 19－22 上田
　　　　本校 25－13 屋代

●バドミントン
男子団体　1回戦　本校1－3大町北
男子シングルス　山岸漱大郎　出場

●サッカー
本校0－6市立長野

●剣道
男子団体　出場
女子団体　出場

●山岳
男子団体　平川・中嶋・陳・渡辺　10位

●卓球
男子団体　1回戦　本校0－3屋代
男子ダブルス　西村・依田　2回戦進出
　　　　　　　土屋・佐藤　2回戦進出
男子シングルス　佐藤宏保　ベスト16
女子団体　1回戦　本校 3－1 伊那弥生
　　　　　2回戦　本校 0－3 長野商業
女子ダブルス　依田・新津　2回戦進出
　　　　　　　小林・佐々木　2回戦進出
女子シングルス　新津雅美　出場
　　　　　　　　依田みちる　出場

●新体操
北原葵　　総合11位
　　　　　ボール17位　クラブ10位

運　動　班

文　化　班
●軽音楽
東北信大会　中野・丸山・甘利　審査員賞
　　　　　　赤尾・平林・高橋　奨励賞
　　　　　　蟹澤・小林・神津・佐藤　推薦バンド
県大会　中野・丸山・甘利　奨励賞

●英語
　長野県英語プレゼンテーションコンテスト、
　長野県英語レシテーションコンテスト　出場

●音楽
　NHKコンクール　銅賞

●棋道
　男子団体　2勝1敗
　男子個人　工藤、佐藤、市川、成澤、羽毛田　出場
　女子団体　3位
　女子個人　竹花和　優勝
　　　　　　櫻井真実　3位
　田中、森、山崎、伊藤　出場

＜全国高校総体＞
　女子個人　竹花和　出場

●吹奏楽
　東北信大会Ａ編成　銀賞

●クイズ研究会
　高校生クイズ中部大会　出場


